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1.目的：宇宙と地球の日常がつながる時代 

「地球は青かった」－1961 年 4 月 12 日、人類初の地球周回飛行を成し遂げたガガーリンによるこの言葉

は、当時の世界を駆け巡り、人々は来たるべき宇宙進出の時代に思いを馳せた。この偉業の達成から半世紀

の時が経過した現在、人類は軌道高度 400km で地球を周回する国際宇宙ステーション（The International 

Space Station：以下 ISS）での長期滞在を実現し（図 1）、宇宙はもはや「未踏の世界」ではなくなりつつあ

る（有人宇宙飛行については毛利,1992；Oshima, 2010 も参照のこと）。このような宇宙開発の進展を背景に

して、宇宙環境に関する研究にも大きな転回が起こり始めている。従来の医学あるいは生理学的な観点を中

心とした人類の生存可能性の検証（例えば宇宙飛行士の運動能力および健康状態の評価等）に留まらず、人

類にとって宇宙に進出することの意味を問い、地球とは異なる環境下での生活を実現するための心理・行動

にかかる諸条件を検証する必要性が指摘されるようになったのである（Noguchi, 2012）。 

こうした動向のなかで、著者らは、宇宙飛行士（第一著者本人）としての宇宙長期滞在の経験を体系的に

整理し、従来の枠組みとは異なる当事者の立場から、「人間が宇宙に住まうこと」について検証するための人

文社会的な研究を標榜している（国際高等研究所，2009）。そのなかで着目したのが、著者自身が宇宙滞在中

に「ソーシャル・ネットワーキング・サービス（以下SNS）」を用いて発信してきた様々な記録の分析である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 軌道高度 400 ㎞で地球を周回する ISSでの長期滞在の様子 

（左：ISSの窓から地球を望む、右：ISSでのデスクワーク） 

著者が SNSを介して発信したテキストは、人間が宇宙で“ふつうに”生活し、その過程で地上の人々とコ

ミュニケーションをした際に生まれた記録である。そこには発信した著者自身も気づいていないような人間

の変化の痕跡、あるいは宇宙と地球との間で十全なコミュニケーションを発達させるための課題が潜んでい

る可能性もある。 

携帯通信端末の普及と SNSのような即時的かつ双方向的なネットワークの提供が融合した現代においては、

他者が経験している「今、ここ」での出来事や思いを、ほぼリアルタイムで共有し合うことが可能である。

こうした状況は、宇宙と地球の間でも例外なく当てはまる。遥か彼方の宇宙での出来事が、地上の誰かの日

常に入り込む－そのようなことが確実に起こり得る、いや、既に起こり始めているのである。実際、通信技

術の進歩と手段の多様化は、宇宙開発にとっても重要な意味を持っている。例えば「地球規模の教育」（JAXA, 
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2012）という目的のもと、宇宙飛行士と地上に住む人々とのリアルタイムの交流の試みは、NASA や JAXA に

おいても非常に盛んに行われており、また ISS のロシア部分ではアマチュア無線を介した地上との交流プロ

グラムが実施されている。さらにここ数年で急激に浸透した SNS のなかでも、とりわけ「ツィッター

［twitter.com：140 文字の字数制限内でリアルタイムに情報交換を行うネットワーク］」は、即時性、双方

向性、情報伝播力に優れていることから ISSからの情報発信手段のひとつとして運用されており、その社会

的影響力は早い時期から NASA そして JAXAにおいても注目されてきたという経緯がある。 

以上のように通信技術を駆使した宇宙と地球の日常を結ぶ試みが活発化する一方、「宇宙飛行士は宇宙滞

在中に何をどのように感じ、表現していたのか」、あるいは「宇宙飛行士と地球とのコミュニケーションには

どのような特徴があったのか」等々、素朴ながらも、宇宙に居住するという点からみれば最も本質的である

と思われる問いに回答できるような体系的な取り組みは見当たらないのが実情である。 

そこで本研究は、第一著者自身が宇宙滞在中に記録した発話や記述、そして著者が発信した情報の受信者

とのやり取りの記録をテキスト・データとして扱い、（1）SNS を利用した宇宙飛行士の「つぶやき」の特徴

および（2）SNSを介して行われた宇宙飛行士と地上の人々との双方向的なやり取りの特徴について探索的に

把握していくことを目的とする。まず（1）については、第一著者が自身の体験を記録した「日記」および宇

宙での長期滞在中に「ツィッター」上で発信したテキストを対象にした言語分析を行う。SNS を導入する以

前の表現媒体である「日記」との比較を通して、「ツィッター」を利用することによる宇宙飛行士の発言内容

や表現の変化を対比的に明らかにするのである。続いて（2）については、（1）と同様に言語分析を中心にし

つつ、その他の量的な指標も取り入れながら、宇宙飛行士と情報の受信者とのコミュニケーションの様子を

多様な視点から分析する。そして SNSを介した宇宙飛行士との対話が、受信者の宇宙に対する心理的な距離

感に変化を与えていたのかどうかを考察する。 

 

2. 対象データの概要と背景 

本研究の分析対象となるデータは、日本人宇宙飛行士がISSに滞在した際の2つの記録（日記とツイート）

である。これらを「日記データ」および「ツィートデータ」として、以下にそれぞれの概要を示す： 

■日記データ：著者による「日記」（第11次宇宙滞在ミッション：2005年7月26日－8月9日、計2週間分）。こ

れは、著者が初めてISSに滞在した際に記した「日記」である。 

■ツィートデータ：著者によるツィート（第 22 および 23 次長期宇宙滞在ミッション：2009年 12月 21 日－

2010 年 6 月 2 日、約 6 か月分。本研究では日本語による投稿部分のみを対象）。これは、著者が日本人と

して初めて国際宇宙ステーションに「長期滞在」した際にほぼ連日発信したツィートである。 

表 1は、上記データが記録された宇宙滞在時に宇宙飛行士が遂行したミッションを一覧にしたものである。

2 つのデータの間には滞在期間および主な担当任務において大きな差異があり、これらを完全に対応したも

のとみなすことはできない。しかしながら、どちらのデータも宇宙に一定期間滞在するという状況において、

“同一の宇宙飛行士”が残した記録であることから、本研究ではそれらを「個人内の発達」という観点から

比較・分析することにした。 

表 1. 宇宙滞在ミッションの概要 

（左：第 11次短期滞在時、右：第 22／23次長期滞在時） 
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3. 分析内容と方法 

 本研究では、各データに対する分析内容の違いから2つの分析（分析Ⅰ・分析Ⅱ）を行った。 

「分析Ⅰ」では、「日記データ」と「ツィートデータ」を対象にして、記録手段の違いが、宇宙飛行士の

表現行為（記述内容や表現の仕方）にどのような影響を及ぼしていたのかを検討した。 

通信デバイスの進歩によって、記録や表現行為を行う手段は多様化の一途を辿っている。とりわけ携帯端

末を用いたSNSは、人々のコミュニケーション行動の時間的および空間的な感覚を大きく変容させた。このこ

とは、「宇宙と地球」の間でのコミュニケーションについても同様に当てはまることなのだろうか。つまり

分析Ⅰでは、自分が直面している出来事についての「つぶやき」が、ほぼリアルタイムで地球に届くという

状況下で打ち込まれたテキストと、既に過去となった1日を振り返り、紙面に文字を記す行為から産出された

テキストの特徴を比較して、即時性の高いツールの使用が、宇宙飛行士自身の宇宙滞在の捉え方に何らかの

変化を生み出していたのかを検討したのである。 

続く「分析Ⅱ」では、「ツィートデータ」のうち、特に著者のツイッターの読者による「リアクション」

のテキストを対象として、SNSの使用による宇宙と地球との双方向的なやり取りについて分析を行った。 

そして、SNSの普及によって可能となった宇宙滞在中の宇宙飛行士とのリアルタイムのコミュニケーション

の特徴がどのようなものであったのかを検討したのである。 

 

3-1.分析の手法：テキストマイニングについて 

ツィッターの文字数制限という点を除けば、本研究で分析の対象としたテキスト・データは、ほぼ制約

のない状況で綴られた文章ないし単語である。そこで本研究では、「テキストマイニング」という手法を用

いて全てのテキスト・データの分析を行った。その際、テキストマイニング・ツールである「Text Mining 

Studio」（ＮＴＴデータ数理システム社）を使用した。 

テキストマイニングとは、自由記述のような制約のない文章の集まりを、「分かち書き処理」と呼ばれる
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自然言語処理の技術を用いて単語やフレーズに分割し、それらの出現頻度やテキスト以外の属性情報との

関連性、さらにはデータ全体を通した傾向なども明らかにする手法である。この「分かち書き処理」とは、

「形態素解析」と「構文解析」という 2 つの工程を組み合わせた技術であり、その概略を図２に示した。

まず第 1 の工程では、テキスト・データをプログラムで分析できる形態に整えるために、単語に切り分け

る作業を行う。例えば同図に記した「ラックの移設と吸排気配管の設置を担当。」というテキスト・デー

タの場合、私たちはこれを文章として捉え、その意味を把握することができる。しかし、コンピュータは

（この段階では）それを単なる文字の羅列としてしか扱うことができないので、単語の区切りを割り出す

ための指定をする必要がある。このように文章を単語単位に区切り、コンピュータが扱いやすいように処

理を施すことを「形態素解析」と呼ぶのである。先の例文の場合、「ラック」は「名詞」、「設置」は「サ

変接続の名詞」といったように単語単位に区切り、その後、品詞（名詞、動詞、形容詞等）を割り当てて

いくことになる。動詞等のように活用型をもつ単語は、その原型に戻して整理を行う。 

 
図 2 自然言語処理の技術とその適用例 

続く第 2の工程では、形態素解析によって区切られた単語同士の「意味のつながり」を見つける作業を行

う。これを「構文解析」と呼ぶ。これは、単語同士の「係り受け関係」、すなわちどの単語がどの単語に意味

的に係っているのかを見つけ、その係り元の単語と係り先の単語とを振り分ける作業であり、その結果とし

て文章全体の「意味」が把握される。こうした手法を適用することによって、大量に蓄積されたテキスト・

データから、通常の読解作業だけでは把握することのできない情報の特徴を抽出することが可能になるので

ある。 

以上の工程によって、テキスト・データは量的に表現されることになる。つまりテキストマイニングとは、

テキストという質的なデータを量的に表現し、探索的研究、仮説検証的研究、仮説生成型研究のいずれにも

活用可能なものにしていく手法なのである（いとう, 2011）。小平ら（2010）はそれを「対象としたテキスト

（鉱山）からマイニング（発掘）を行い、鉱石を見つけだすこと」と表現している。特に本研究は、データ

自体の特殊性・個別性の高さ、それゆえの先行的知見の少なさから、探索的ないし仮説生成的なアプローチ

を試みる必要がある。そこでまずは日記およびツィートのテキスト・データを対象にして、「分かち書き処理

（形態素解析および構文解析）」を施し、単語同士の係り受け表現や挨拶表現、そして語尾（敬語／非敬語表

現、体言止め、感嘆詞等）等々を抽出し、さらに内容や文字数などの情報を解析した上で、各分析を実施し

たのである。 

 

4.分析Ⅰ：日記とツイッターの比較 

分析Ⅰでは、まず宇宙飛行士が宇宙滞在中に記した「日記」と「ツイッター」を対象にしたテキストマイ

ニングを行い、それぞれ記録における単語の選択や表現の傾向などの特徴を抽出した。その後、宇宙での滞
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在時期を軸とした「コレスポンデンス（対応）分析」を行い、テキストを発信するコンテクストの差異が、

宇宙飛行士による体験の文字表現の仕方に反映されていたのかどうかを検討した（コレスポンデンス分析の

詳細は次の 4-1.で述べる）。 

 

4-1.分析Ⅰの結果 

本分析では、テキスト・データの特徴における時系列的な変化を抽出するため、各データの滞在期間を 4

つの区分（1 期：滞在初期、2期：中期、3 期：後期、4期：帰還直前）に分割して分析を進めた。ただし滞

在期間に関しては、日記とツィートデータとの間で大きく異なり、4 つに分けた場合の各区分の日数には対

応関係が成立しない。そこで本分析では、宇宙飛行士が地上を離れ、定位システムをはじめとする生存のた

めのあらゆる前提が異なる宇宙空間で滞在し、その後再び地球に帰還するという、宇宙滞在にかかる一連の

“イベントのサイクル”として捉えた場合の対応関係に着目して分析を進めることにした。表 2には実際の

テキスト・データからいくつかの具体例を示した。一見して日記データの方が長文であることは明白だが、

なかには文字数制限のあるツィッターと同程度の短文のテキストが日記に表れることもあった。 

表 2 滞在期間毎のテキスト・データの具体例 

(ここで抽出した単語は後述のコレスポンデンス分析に基づいて選択) 

 

■日記 1 期・2期の単語（「短い」、「広い」、「いよいよ」、「なかなか」等が付随するテキスト） 

 

■日記 3 期の単語（「多い」、「いよいよ」が付随するテキスト） 
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■日記 4 期の単語（「無事」が付随するテキスト） 

 

■ツィート 1期・4 期の単語（「楽しい」、「みんな」が付随するテキスト） 

 

■ツィート 2期・3 期の単語（「美しい」、「忙しい」、「いつも」、「きれい」等が付随するテキスト） 

 
 例えば同表のツィートデータの例では、「昨日はクリスマスのディナーで地上の管制官とチャットしま

した。楽しかったよ！（第 1 期）」というテキストから、宇宙飛行士の心情を表す「楽しかった」という単
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語を抽出し、他のテキストからもそれに近い単語を含む部分を検索した例を挙げた。同様に滞在時期の 2期

と 3期のツィートデータを対象にして、宇宙飛行士の心情（「美しい」、「きれい」）や活動の強度あるい

は頻度等（「忙しい」、「いつも」）を表す単語を含むテキストを抽出した例が同表 5 番目のものである。

ここで抽出した単語は、後述するコレスポンデンス分析の結果に基づき、出現頻度などの点から各滞在時期

のテキストの特徴をよく反映しているものから選択されている。 

これらのテキスト・データについて、主観に基づく感想や印象を表し、心理的な変化を反映しやすいと推

測される一部の品詞（名詞形容動詞語幹（例「きれい」）、名詞ナイ形容詞語幹（例「味気ない」）、形容詞自

立（例「多い」）、副詞一般（例「いよいよ」）、副詞助詞類接続（例「あまり」）が含まれる表現に焦点を当て、

それらが産出されたコンテクスト（日記かツィートか）と滞在時期との関係を分析するために「コレスポン

デンス（対応）分析」を行った。 

コレスポンデンス分析とは、ある 2つのカテゴリ間のクロス表から、それらのカテゴリ間の距離を可能な

限り再現するような低次元(一般には「2 次元」)空間上の表現を求め、これをマッピングすることによって、

高次元の複雑なデータを可視化する手法である。これを本分析に即した形で工程の順に説明する。まず日記

データ（1～4 期）とツィートデータ（1 期～4 期）の計 8 つの区分について、それぞれ本分析で限定した品

詞の単語の出現回数をカウントし、表 3 のようなクロス表を作成した。表頭は 8つに分けたカテゴリ変数（滞

在時期）、表側は分析に用いる単語数だけの種類を持つカテゴリ変数とみることができ、その度数が表中の数

値として記録される。 

 

表3 単語と滞在期間区分のクロス表の例 

 

表中の「行のパターン」は計 8つの滞在時期ごとの単語の出現状況を表す情報となり、「列のパターン」は

単語出現状況の分布から滞在時期ごとの特徴を示す情報となる。つまり各単語の出現頻度を表す「行のパタ

ーン」は 8 つの数値の組(8次元)を持つ量になり、一方、単語の出現分布からみた滞在時期の特徴を示す「列

のパターン」は、単語数だけの次元を持つ量となる。そこで量的な観点からの比較において、「行のパターン」

の類似性が高い「単語」同士、同様に「列のパターン」の類似性が高い「滞在時期」同士を、2 次元平面上

で近接ないし重ね合わせるようにマッピングする。この平面上での距離の差異（量的な類似性を反映した距

離）を求める手法がコレスポンデンス分析であり、実際には表３の情報を正規化したものに対してカイ二乗

距離と呼ばれる観点の距離を評価することで、これを実現する（テキストマイニングとコレスポンデンス分

析を組み合わせた分析は、飯塚ら，2009；木村、2012；小平ら，2010；尾鼻，2011；大高ら，2010 等も参照

されたい）。 

以上の工程を経て作成されたのが図 3である。図３では、日記データが記録された際の滞在時期（著者に

とって最初の宇宙滞在）が「日記・1期、2期、3期、4 期」、一方、ツィートデータが記録された際の滞在時

期（著者にとって 2 度目となる宇宙滞在）が同様に「ツィート・1 期、2 期、3期、4期」の計 8区分で描か

れている。 

図 3から読み取ることのできる主な結果は、（1）日記データ（同図中の実線で描かれた円）の滞在時期「1

期」と「2 期」については、ほぼ同じ言語表現が使用されていたということ（同図右側の空間で重なり合う
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実線の 2 つ円がこのことを反映している）、（2）滞在時期「3期」になると日記データを表す実線の円がマッ

ピングの中央の空間に移行し始め、徐々にツィートデータの特徴に接近し始めたということ、そして（3）滞

在期間「4期」では日記とツィートのデータが、さらに近い関係へと移行していたということであった。 

 

図 3 コレスポンデンス分析による 2 次元マッピング 

（本分析では名詞形容動詞語幹、名詞ナイ形容詞語幹、形容詞自立、副詞一般、副詞助詞類接続に限定し

て比較した） 

 

4-3.分析Ⅰの考察 

分析Ⅰでは、著者自身の 2度にわたる宇宙滞在の期間中に記録された日記とツィートのテキスト・データ

のそれぞれの特徴と類似性について、テキストマイニングという手法をもとに検討してきた。テキスト・デ

ータに登場した単語の頻度やそれらが使用された時期などの点からみて、これら 2 つのデータには明らかに

差異が認められる一方、滞在時期によっては両者の類似性が高まる場合もあったということができる。 

とりわけ興味深い点は、地球への帰還直前（4 期）の「日記」のテキスト・データの特徴が、それから 4

年後に実現した 2回目の宇宙滞在の初期（1期）や帰還直前（4期）の「ツィート」のテキスト・データに近

い特徴を持っていたということである（図 3）。著者自身は、2度目の宇宙ステーション滞在「初期」におい

ても無重力空間に体調がついていけず、また心理的にも興奮状態にあったことを自覚していた。しかし、テ

キストマイニングの俯瞰的な分析結果を見る限り、2度目の宇宙滞在の際は「初期」段階から、1 度目の滞在

時の終盤と同じ表現をし始めていたことが示唆されたのである。これはつまり、2 回目の宇宙滞在時には、

飛行士自身が自覚的に感じていた高い興奮状態とは裏腹に、4 年前の先行経験が（おそらくは）無自覚的な

状態で持続しており、それが言語表現のなかに期せずして反映されていた可能性を示しているのではないだ

ろか。 

2 つのテキスト・データの間に、以上のような大きな連続性を感じさせる特徴が見えた反面、「日記」は、

やはり一日の作業を終えたときに書かれたことが影響しているのか、自己の経験を反省的に振り返って叙述

するような表現が数多くみられた（表 2）。一方ツィートでは、「呼びかけ」や「カジュアルな表現」が数多

く見られ、より動的でライブ感のある表現が目立っていた。こうした両者の質的な差異が、日記とツィート
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（即時的な通信）という、時間的および物理的な制約を背景にして生じていたと考えることは、それほど的

外れな議論ではないだろう。宇宙からカジュアルな言葉で地球に「呼びかける」ことができるということは、

宇宙飛行士が、今自分が滞在している宇宙空間を“日常的に住まう環境”として捉え始めていたことを反映

していた可能性もある。このような点で、通信技術とそのデバイスの進歩は、宇宙飛行士が宇宙を語る際の

単語選択の過程に影響を与えていたことが推測されるのである。続く分析Ⅱでは、宇宙をカジュアルに語る

ことを可能にした SNSが、宇宙をめぐる個人「間」のコミュニケーションにおいてはどのように利用されて

いたのかを分析する。 

5.分析Ⅱ：フォロワーのリアクションにみられる特徴 

分析Ⅰでは、日記とツィートの比較をもとに、SNSの利用がもたらした宇宙飛行士の語りの変化を検討し

た。これはいわば SNS の即時性による宇宙飛行士の個人内での変化を分析したものであった。しかし SNS

のもう 1 つの大きな特徴は、コミュニケーション・ツールとしての「双方向性」である。SNSの利用が、宇

宙飛行士のつぶやきをライブ感のあるもの（すなわち彼の「今」を意識させるもの）にしていたとすれば、

そのつぶやきの読者は、宇宙と地球とのやり取りをどのように行っていたのだろうか。また、SNS を通して、

宇宙飛行士の体験をこれまでにない仕方で共有することのできる読者は、どのようなことに興味を示して

いたのだろうか。 

以上の問題を検討するため、分析Ⅱでは、2 度目の長期滞在時に発信された著者のツィートに分析対象を

限定し、それに対する地球の読者のリアクションに焦点を当てて分析を行った。こうした分析を通して、

SNSは、「宇宙を身近に感じさせる契機になっているかどうか」を考察したのである。 

5-1.分析Ⅱの分析内容 

分析Ⅱでは、宇宙飛行士が発信したツィッターに対する読者からの「リアクション」を対象にしたテキス

トマイニングを行い、SNSの双方向性に焦点を当てた分析を行った。 

ツィッターは、140 文字までの短文が投稿可能な SNS だが、さらに投稿内容にカテゴリ名を付与し、その

カテゴリ名を文字”#”の後に付けておくことで、投稿後であっても特定の文字列の検索が容易になる「付箋」

ないし「検索用キーワード」の作成機能を持っており、この方式は広く使用されている。例えば、宇宙から

の投稿には”#fromspace”という文字列が投稿テキストの中に埋め込まれていることがある。この”#”から

始まる目印の文字列を「ハッシュタグ」と呼び、テキストマイニングを行う上ではこれを 1つの単語（ない

し）としてみなして処理することができる。本分析では、この「ハッシュタグ」をもとにした単語頻度の解

析、ツィートの読者からのリアクションに含まれる単語やコメントに関する分析、そして写真を含むツィー

トの印象についての評価といった分析を試みた。 

またツィッターには、興味のある情報発信者に対して「購読者」となること、すなわちその情報発信者の

ツィートを自分のホーム画面に逐次表示させるようにする「フォロー」という概念があり、フォローを行っ

た読者のことを特に「フォロワー」と呼ぶ。つまりフォロワーの数はツィートの購読者の数であり、それゆ

えツィッター上での発言の影響力の指標となっているのである。 

しかし、本分析で対象にした著者のツィッターのアカウント（『@Astro_Soichi』）の場合は、フォロワー

数の急激な増加と各種報道機関での紹介により、フォロワーではない読者からの反応も非常に多いという特

徴がある。そこで本分析では、読者がフォロワーであるか否かにかかわらず、発言内容に「@Astro_Soichi」

と記載があるツィートを収集し（計 76,190 件）、著者の発言を引用している投稿を「リアクション」として

分析を行った（したがって表記は全て「読者」とする）。 

なおツィッター上では、他の情報発信者のツィートの内容を引用し、その再投稿を行うような、いわゆる

「転送」操作のことを「リツイート」と呼ぶ。この操作によって情報が広く共有されることが可能になるの

だが、先述した通りツィッターの投稿には投稿字数の制限（140 文字）があるため、リツィート（情報転送

操作）の際には、元のツィートの一部（通常は最後尾）が自動削除される可能性がある。従って「リアクシ

ョン」を特定する際には元の文章（著者のツィート）の「完全一致条件」だけでなく、「前半のみ一致」の文

章抽出もあわせて行い、どちらの場合も分析の対象に含めることにした。 

5-2.分析Ⅱの結果①：ハッシュタグからみた読者の関心 

著者のツィートデータに対する読者の関心や反応の大まかな傾向を把握するため、リツィート（情報転送

操作）において使用された単語の出現度数をハッシュタグ（付箋・検索用キーワード）ごとに集計し、その

概略を図 4（バブル図）に示した。なお本分析におけるハッシュタグの多くは、「検索が容易な言葉」という
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観点から著者自身が付したものであり、指定したハッシュタグの使用を読者に勧めるようなことは一切して

いない。 

図 4において、バブルのサイズの大きさは、特定のハッシュタグのリツィートの多さと対応しており、バ

ブルが大きいほどその単語で検索された回数が多かった、あるいは検索機能とは無関係に文章ないし写真を

見て、読者がその単語の付いたテキストや写真を転送したくなった回数が多かったということを意味してい

る。つまり同図のバブルの大きさは、それぞれのハッシュタグに対する一般の読者からの反応の大きさを表

していると推測されるのである。同図では、一見して「#fromspace：宇宙より」というハッシュタグに最も

多くの反応があったことがわかる。さらにそのハッシュタグには、「美しい」、「凄い」、「綺麗」といった好意

的な形容詞が組み合わされて転送されていたことが見てとれる。また「#2012」というハッシュタグにもやや

大きいバブル（「凄い」という形容詞との組合せ）が見られる。このハッシュタグは、主に「初日の出」や「花

見」といった地球上で体験される出来事について言及した際に使用したものである。 

 

図 4 リアクションからのリツィートに含まれる単語の出現度数 

（横軸がハッシュタグ） 

 

5-3.分析Ⅱの結果②：読者のリアクションのパターン 

読者のリアクションのパターンをさらに詳しく分析するため、リアクションを行った全ての情報投稿者

（12,215 名）を対象にして個人単位でリアクションの回数をカウントし、その回数に応じて「新規投稿群

（リツィート 1 回）」、「複数回投稿群（リツィート 2回）」、「多数回投稿群（リツィート 3回以上）」という

3 つのグループに分けて集計を行った。その結果を図 5 に示した。同図から明らかなように、「新規投稿群」
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に属する投稿者が全投稿者の約 80%という、きわめて高い割合を占めていた。 

 
図 5 全投稿者のなかで新規投稿者が占めた割合 

(棒グラフ中の数値は投稿者の実数を表す) 

 

また「新規投稿群」と「多数回投稿群」によるリアクションの傾向の違いをさらに検討するため、リアク

ションをする際に投稿者独自のコメントを追加している割合を各群間で比較し、その結果を図 6 に示した。 

同図から、リアクションを行う際に自分のコメントを書き加えていた比率は「新規投稿群」において最も高

く、「多数回投稿群」では少なかったことがわかる。 

著者からの「文字のみのツィート」に比べて読者への訴求力が高いと思われる「写真付きのツィート」に

対するリアクションの回数についても集計を行い、その結果を図 7に示した。同図によれば、全投稿者数の

約 70%に上る投稿者が、写真付きのツィートに対してリアクションをした経験を持っていたことがわかる。 

 
 

図 6 リアクションにおけるコメント付随率 
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図 7 写真付投稿にリアクションしたことがある投稿者の比率 

 

5-3.分析Ⅱの考察 

分析Ⅱでは、宇宙飛行士のツィートに対する読者のリアクションについてさまざまな観点から分析を試

みてきた。読者の関心が「#fromspace（宇宙より）」という明示的な検索語に集中していたことは、「宇宙

飛行士のツィート」というデータの背景を考えれば当然の結果ではある。しかし、ここで特に興味深いの

は、その後の分析で明らかになった「リアクションが 1 回だけの読者」が非常に多く存在していたことで

ある。この結果については、異なる 2 つの見方ができる。1つは「読者の関心を持続させるツィートではな

かった」という否定的な見方であり、もう 1つは、「宇宙からのツィートにちょっとだけ反応してみようか」

という、非常に気軽な感覚で多くの読者を取り込むことに成功していたという見方である。どちらが妥当

なものであるかを断定することは、本分析の結果だけでは困難である。しかし、「リアクション 1回のみ」

の新規投稿者の場合、そのリアクションを行った際に「きれい！ RT」のように“わざわざ”読者自身のコ

メントを付していた比率が最も高かったという点は注目すべきである（図 6）。自分のコメントを付すとい

うことは、受信した情報をそのまま転送する操作とは異なり、明らかに「ひと手間」をかけてリアクショ

ンをしていたということである。つまりその読者は、宇宙からのツィートに対する自分なりの接点を積極

的に築いていたと考えられるのである。こうした行動パターンが新規投稿者に最も多かったということは、

数多くの読者が、SNSの利用を契機として、気軽に、そしてやや積極的に宇宙での出来事に関心を向けるこ

とになったと推測することができるのではないだろうか（つまり先述の 2 つの見方のうち、後者のような

見方も決して無理ではないということである）。SNS の利用が、普段から宇宙に対する高い関心を抱く層と

は明らかに異なる、“一見さん”的な関わり方を創出していたとすれば、やはり SNSは、宇宙に対する読者

の感覚をより身近なものへと変化させるツールになっていたといえる。また、情報としての高い訴求力を

もつ「写真」を容易に共有できることも、携帯端末を用いた画像付きコミュニケーションに慣れた現代の

私たちにとっては、「宇宙が日常にある」という感覚を刺激していたといえるだろう。 

6.宇宙開発事業への寄与を目指して：結びにかえて 

かつて立花（1983）は『宇宙からの帰還』において、地球環境の外に出ることの極限的な過酷さと、未踏

の世界から帰還した宇宙飛行士たちの“冒険”について克明に記した。そこに描かれたのは、神秘的・宗教

的な経験をもたらす宇宙であり、地球に生きる一般の人々にとっては SF 的にすら感じられてしまう宇宙であ



 

13 

る。もちろん宇宙開発がいかに進んだとしても、宇宙が特殊な空間であることに変わりはない。しかしそれ

でも現代は、宇宙と人間のかかわりを考える上で、非常に興味深い変化を経験している時代であることも事

実であろう。その重要な契機の 1 つと仮定されるのが、本研究が着目した平易な情報通信技術の普及と宇宙

開発との関係なのである。つまり現代の宇宙研究は、通信技術の進展を背景にして、宇宙と地球の私たちと

のコミュニケーションを加速させ、かつての神秘的な宇宙すらも身近で開かれたもの、まさに“Everyday 

things”に変貌させつつあるのではないだろうか。 

以上で展開してきた議論は現時点では確かに推測の域を出ず、引き続き検証しなければならない課題は数

多く残されている。しかし一方で、本研究が報告した内容は、SNS の宇宙利用に関する基礎的な成果として

捉えられるものである。本研究の冒頭でも指摘したように、今後の宇宙開発と研究は、宇宙における生存可

能性の検証に留まらず、人間が住まう場としての諸条件を検討する段階に到達している。このような動向の

なかで、著者らは既に本研究と同様に宇宙に長期滞在する宇宙飛行士のツィートの分析を通して、人間の認

知的な変容（例えば地球に対する定位感の変化など）についての探索的な検討も開始している（野口ら, 2012）。

著者らは、このような一連の研究をもとにして、人類にとっての宇宙が、「特別でありながらも日常風景でも

ある」ような仕方で受容される条件について多角的に検討している。こうした萌芽的な研究を積み重ねるこ

とによって、宇宙開発事業の新たな展開に寄与する成果を求めていきたいと考えている。 
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